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この冬は1月から2月にかけて降雪地帯以外の地域にも大雪が降り，大きな被害

をもたらしました．近年の異常気象は夏季の酷暑だけでなく，冬季の大雪にもみる

ことができ，地球環境問題について考えざるを得ない日々が続きました．

さて今号では総説として，椎名英貴氏に脳卒中による運動障害性構音障害の特性

および評価･治療的介入法について解説していただきました．本稿は第14回日本言

語聴覚学会のアドバンスセミナーにおける講演をまとめたものです．長年，構音障

害臨床に取り組んでこられた筆者の評価･訓練における“優れた技”がその根拠とな

る理論とともにわかりやすく，具体的に解説されています．

原著論文は，失語症の語彙理解エラーの経時的変化(津田哲也氏)，構文理解の発

達と音韻性短期記憶の関係(深水峰子氏)，アルツハイマー型認知症の認知コミュニ

ケーション訓練(後藤麻耶氏)，前頭葉病変による発動性障害の認知リハビリテー

ション(柴崎光世氏)の4篇です．前2編は失語症の語彙障害の特性または構文発達

のメカニズムを追求しており，これらの知見が臨床に活かされるようになることが

期待されます．後2編は認知症および前頭葉病変に対し，独自に考案した訓練法の

効果が検討されており，このような研究の積み重ねが“evidencebasedpractice”

(根拠に基づく言語聴覚療法)を確実なものにすると思います．

レポート「現場，最前線」では，第14回日本言語聴覚学会のシンポジウムで取り

上げられた「言語聴覚士の開業」について小薗真知子氏にまとめていただきました．

医療福祉制度の変革が進む中で言語聴覚療法は多様な形態で提供されるようにな

り，開業もその1つです．開業においてポイントとなる点が広い視野から明解に整

理されていますので，是非ご一読ください．

4月には言語聴覚士国家試験に合格した方々が全国の病院･施設に入職し，言語

聴覚士としての第1歩を踏み出します．本誌はこのような方々の生涯学習の拠り所

となるよう内容の充実に努めてまいりたいと思います． (藤田郁代)
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